
また、同じ日に秋の味覚まつりが開催されました。飽海出
張所ではフィシュギャラリーの解放、働く車の展示をしました。

訪れた人たちは排水ポンプ車に乗ったり、
大型のラジコン式草刈り機の操作をしたりで、
賑やかな一日となりました。

なお、飽海出張所では、油流出事故の注意を呼びかけるチラシを作成し、酒田市平田、松山総合支庁
管内と庄内町の町内会で回覧していただくことにしました。また、過去3年間における事故原因のデータ
では、ご家庭でのホームタンクからの流出が多いと分かりました。一人ひとりが気をつけていれば、未然
に防ぐことができます。事故を起こさないように、これからの時期は特に気をつけましょう。

飽海出張所は、庄内大橋から「白糸の滝」の下流までの最上川18.1㎞と
相沢川1.46km及び立谷沢川0.5㎞と、さみだれ大堰の管理をしています。

油流出のときは、
事故の拡大を防ぐ
ため、油の回収

作業を行います。

河川や水路に油が流れ出た
ときに、写真のように水面に

張って油の回収や拡散を防止
することができるものです。

朝晩の冷え込みが一段と強くなり、各ご家庭で
はストーブを使い始めているのではないでしょうか？

それに伴い、冬場は灯油などの油流出事故が多発します。もしものときに
備えて、事故が起こった場合を想定した訓練を10月29日に実施しました。

オイルフェンス
設置訓練

油回収訓練

～記念のテープカット～

同日開催

最上川・立谷沢川合流点の庄内町清川地区において、清川
かわまちづくり事業の竣工式が10月19日にとり行われました。
式典には地元住民や関係者等多数の方々にご参列いただき、
ご祝辞を賜りました。今後は、この水辺空間に親しんで頂くと共
に、地域の歴史や文化を探索するなど、地元の方々を初めと
する多数の皆様にご利用頂ければと思っております！

★芝生・散策路等の
広場整備

フィッシュ
ギャラリーの
来館者数は

119名
でした！！



その水が田んぼに送られて、
僕たちが食べてる美味しい
お米ができるんだね！！

午前９:００～午後４:３０開館時間
５月～９月:毎日開館
１０月～４月:平日のみ開館

開館日

国土交通省 東北地方整備局
酒田河川国道事務所 飽海出張所
『フィッシュギャラリー』
山形県酒田市柏谷沢字内山４０-１

入館料 無料

１０台･大型可駐車場

さみだれ大堰 検索

さみだれ大堰は、無料で施設見学ができます。
堰の魚道を泳ぐ自然の魚を窓越しに観察できるフィッシュギャラリー
では、季節によってさまざまな種類の魚を見ることができます。
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※

※魚が通れる水路のこと。さみだれ大堰が起立中は川がせき止められるため、魚がここを通ります。

9月16日にさみだれ大堰を倒伏しまし
た。今年は川の水が少なく、下流は中州
が何箇所かできるほど最上川の水位が下
がっていましたが、堰で川の水をせきと
めていたため、取水口からは農業用水を
確保できました。

10月7日に酒田6中の生徒2名が職場体験で飽海出張所
を訪れ、堰について学びました。堰の仕組みや操作方法
を聞いたり、普段は通ることのできない監査廊を通って
日々の点検業務を体験したりしました。

堰を倒伏すると、魚道の流れが緩やかになり
ます。2～3cmくらいの魚が、ゆっくりと泳
ぐ様子が窓から見られました。時々、10cm
ほどのウグイや稚魚の集団も観察できました。

おぉ～
魚がいた！！

何cm？

稚魚の群れ

ある日、フィッシュギャラリーに
来館されたお客さんから「カヌーとか
で、橋の下は通っていいんですか？」
と聞かれたことがありました。その
次の日、なんと3艘のカヌーが川を下
る様子を発見！！急いでカメラを持っ
てきて、建物の3階からパシャリ。

「カヌーってこんなに速いんだ～」

と感心している間に、どんどん
下流のほうへ下っていきました

日中の日差しが心地よい
秋晴れの中


